
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

4○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
五音音階について理解し、創作表現をするた
めに必要な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に創作活動に取り組もうとしている

5

7○ ○

12

○ ○ ○ 16

○

○ ○

○ ○

○

音楽Ⅰ芸術

○

表現

評価規準
鑑
賞

【知識及び技能】
曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使
い方等の技能を身に付け、歌唱している
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
奏法や身体の使い方等の技能を身に付け、他
者との調和を意識して演奏している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に器楽活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
曲想と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と
その理由について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、よさや美しさを味わっている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に鑑賞活動に取り組もうとしている

○

【知識及び技能】
曲にふさわしい歌い方を身に付け、文化的・
歴史的背景との関わりを理解している
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
奏法や身体の使い方等の技能を身に付け、他
者との調和を意識して演奏している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に器楽活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
音楽の構造や歌詞との関わり、パートの役割
について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
曲想と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と
その理由について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、よさや美しさを味わっている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に鑑賞活動に取り組もうとしている

○

○ ○ ○

○

○

３
学
期

歌唱　「合唱」
【知識及び技能】音楽の構造につい
て理解し、他者と調和して歌う技能
を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱活動に主体的に取り組む

・各パートの役割やハーモニーを
意識して歌う。
・自端末で演奏を録音し、よりよ
い演奏になるためにどうしたらよ
いか話し合う。
・表現したいイメージについて話
し合い、声の音色や強弱、旋律の
特徴などを生かして歌う。

○

鑑賞「世界の民族音楽」
【知識及び技能】
音楽の特徴と文化・歴史的背景との
関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
よさや美しさを味わって聴く
【学びに向かう力、人間性等】鑑賞
活動に主体的に取り組む

・世界の諸民族の音楽の特徴と文
化的・歴史的背景との関わり、言
葉の特性と曲種に応じた発声との
関わりを理解する。
・自分や社会にとっての音楽の意
味や価値、音楽表現の共通性や固
有性について考え、話し合う。

○

○

創作　「五音音階」
【知識及び技能】
反復・変化など創作表現に必要な技
能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
創作表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
創作活動に主体的に取り組む

・沖縄音階やヨナ抜き音階を使っ
て旋律を創作する。
・互いに作品を演奏したり聴き
あったりしながら、様々な表現方
法を理解する。
・反復・変化・対照などの手法を
使って表現を工夫する。

○ ○

○

器楽「ギター」
【知識及び技能】
奏法や体の使い方を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
自己のイメージをもって創意工夫す
る
【学びに向かう力、人間性等】
器楽活動に主体的に取り組む

・ギターの基礎・音階について理
解し、メロディ奏をする
・演奏したり互いに聴きあったり
しながら、曲想と楽器の音色や双
方との関わりを理解する。
・イメージをもって、表現を工夫
する

・モーツァルトの生涯を作品とと
もにたどりながら知る
・自端末でモーツァルトについて
調べ、グループでまとめる
・モーツァルトの作曲ジャンルと
それぞれの作品の特徴を聴きと
り、意見交換をする

２
学
期

歌唱　「様々な国の歌」
【知識及び技能】
正しい発音や発声法を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱活動に主体的に取り組む

・様々な言語の歌詞を読み、発音
を確認する。
・歌詞の内容や楽曲の背景を理解
し、曲想を捉えて歌う。
・楽曲の特徴を深く理解し、表現
を深める。

○

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う

音楽Ⅰ

知 思

3

○ ○

態

配
当
時
数

１
学
期

歌唱「曲にふさわしい発声」
【知識及び技能】
姿勢や呼吸法、発声法を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱活動に主体的に取り組む

・自端末で歌唱の様子を見て、姿
勢や身体の使い方、呼吸法、発声
法等に気を付けて歌う
・「校歌・負けないで」の曲想と
歌詞との関わりを理解する
・自分なりのイメージをもって、
声の音色や強弱、旋律の特徴など
を生かして歌う

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

器楽「ピアノ」
【知識及び技能】
奏法や体の使い方を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
自己のイメージをもって創意工夫す
る
【学びに向かう力、人間性等】
器楽活動に主体的に取り組む

・ピアノの基礎や音階について理
解し、ド～ソのみの曲を演奏す
る。
・演奏したり互いに聴きあったり
しながら、曲想と楽器の音色や双
方との関わりを理解する。
・イメージをもって、表現を工夫
する

鑑賞「モーツァルト」
【知識及び技能】
音楽の特徴と文化的・歴史的背景に
ついて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
よさや美しさを味わって聴く
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞活動に主体的に取り組む

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけようとする

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情をはぐく
むとともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、
音楽によって生活や社会を明るく豊かなものに
していく態度を養う。

合
計

60

7

芸術 音楽Ⅰ 2

6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

MOUSA１　教育芸術社

○ ○ ○

○

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

MOUSA２　教育芸術社

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけようとする

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う

芸術 音楽Ⅱ
芸術 音楽Ⅱ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

音楽Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情をはぐく
むとともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、
音楽によって生活や社会を明るく豊かなものに
していく態度を養う。

【知識及び技能】
曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使
い方等の技能を身に付け、歌唱している
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱活動に取り組もうとしている

○ ○ ○ 5

知 思 態

配
当
時
数

鑑賞「様々なジャンルの音楽」
【知識及び技能】
音楽の特徴と文化的・歴史的背景に
ついて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
よさや美しさを味わって聴く
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞活動に主体的に取り組む

・様々なジャンルの音楽について
毎時間鑑賞する。
・自端末で曲について調べ、グ
ループでまとめる
・それぞれの作品の特徴を聴きと
り、意見交換をする

器楽「ピアノ」
【知識及び技能】
奏法や体の使い方を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
自己のイメージをもって創意工夫す
る
【学びに向かう力、人間性等】
器楽活動に主体的に取り組む

・ピアノの音階やコードについて
理解し、カノン進行を使って弾き
歌いをする。
・演奏したり互いに聴きあったり
しながら、曲想と楽器の音色や双
方との関わりを理解する。
・イメージをもって、表現を工夫
する

○

○

【知識及び技能】
曲想と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と
その理由について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、よさや美しさを味わっている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に鑑賞活動に取り組もうとしている

○ ○ ○ 3

【知識及び技能】
奏法や身体の使い方等の技能を身に付け、他
者との調和を意識して演奏している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に器楽活動に取り組もうとしている

○ ○ ○ 6

【知識及び技能】
五音音階について理解し、創作表現をするた
めに必要な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に創作活動に取り組もうとしている

○ ○ ○ 4

２
学
期

歌唱　「様々な国の歌」
【知識及び技能】
正しい発音や発声法を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱活動に主体的に取り組む

・様々な言語の歌詞を読み、発音
を確認する。
・歌詞の内容や楽曲の背景を理解
し、曲想を捉えて歌う。
・楽曲の特徴を深く理解し、表現
を深める。

○

創作　「クラスソング」
【知識及び技能】
反復・変化など創作表現に必要な技
能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
創作表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
創作活動に主体的に取り組む

・カノン進行を使って旋律を創作
する。
・互いに作品を演奏したり聴き
あったりしながら、様々な表現方
法を理解する。
・反復・変化・対照などの手法を
使って表現を工夫する。

○ ○ ○

１
学
期

歌唱「曲にふさわしい表現」
【知識及び技能】
正しい発声・発音を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱活動に主体的に取り組む

・自端末で歌唱の様子を見て、姿
勢や身体の使い方、呼吸法、発声
法等に気を付けて歌う
・「ハナミズキ・糸」の曲想と歌
詞との関わりを理解する
・自分なりのイメージをもって、
声の音色や強弱、旋律の特徴など
を生かして歌う

○

16

器楽「ギター」
【知識及び技能】
奏法や体の使い方を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
自己のイメージをもって創意工夫す
る
【学びに向かう力、人間性等】
器楽活動に主体的に取り組む

・ギターのコード進行について理
解し、コード奏をする
・演奏したり互いに聴きあったり
しながら、曲想と楽器の音色や双
方との関わりを理解する。
・イメージをもって、表現を工夫
する

○ ○

【知識及び技能】
奏法や身体の使い方等の技能を身に付け、他
者との調和を意識して演奏している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に器楽活動に取り組もうとしている

○ ○

○

【知識及び技能】
曲にふさわしい歌い方を身に付け、文化的・
歴史的背景との関わりを理解している
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

鑑賞「世界の民族音楽」
【知識及び技能】
音楽の特徴と文化・歴史的背景との
関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
よさや美しさを味わって聴く
【学びに向かう力、人間性等】鑑賞
活動に主体的に取り組む

・世界の諸民族の音楽の特徴と文
化的・歴史的背景との関わり、言
葉の特性と曲種に応じた発声との
関わりを理解する。
・自分や社会にとっての音楽の意
味や価値、音楽表現の共通性や固
有性について考え、話し合う。

○

○ 12

３
学
期

歌唱　「合唱」
【知識及び技能】音楽の構造につい
て理解し、他者と調和して歌う技能
を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱活動に主体的に取り組む

・各パートの役割やハーモニーを
意識して歌う。
・自端末で演奏を録音し、よりよ
い演奏になるためにどうしたらよ
いか話し合う。
・表現したいイメージについて話
し合い、声の音色や強弱、旋律の
特徴などを生かして歌う。

○ ○

【知識及び技能】
音楽の構造や歌詞との関わり、パートの役割
について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
曲想と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と
その理由について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、よさや美しさを味わっている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に鑑賞活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

7

合
計

60

○ ○ ○ 7



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

合
計

joy of music

○ ○ ○

芸術 音楽Ⅲ 2

6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけようとする

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情をはぐく
むとともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、
音楽によって生活や社会を明るく豊かなものに
していく態度を養う。

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う

音楽Ⅲ

知 思

○

60

7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

器楽「合奏」
【知識及び技能】
奏法や体の使い方を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
自己のイメージをもって創意工夫す
る
【学びに向かう力、人間性等】
器楽活動に主体的に取り組む

・それぞれの楽器の奏法について
理解し、息を合わせてをする
・演奏したり互いに聴きあったり
しながら、曲想と楽器の音色や双
方との関わりを理解する。
・イメージをもって、表現を工夫
する

3

○ ○

態

配
当
時
数

１
学
期

歌唱　「合唱」
【知識及び技能】音楽の構造につい
て理解し、他者と調和して歌う技能
を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱活動に主体的に取り組む

・各パートの役割やハーモニーを
意識して歌う。
・自端末で演奏を録音し、よりよ
い演奏になるためにどうしたらよ
いか話し合う。
・表現したいイメージについて話
し合い、声の音色や強弱、旋律の
特徴などを生かして歌う。

○

創作　「クラスソング」
【知識及び技能】
反復・変化など創作表現に必要な技
能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
創作表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
創作活動に主体的に取り組む

・カノン進行を使って旋律を創作
する。
・互いに作品を演奏したり聴き
あったりしながら、様々な表現方
法を理解する。
・反復・変化・対照などの手法を
使って表現を工夫する。

○ ○

○

鑑賞「様々なジャンルの音楽」
【知識及び技能】
音楽の特徴と文化的・歴史的背景に
ついて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
よさや美しさを味わって聴く
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞活動に主体的に取り組む

・様々なジャンルの音楽について
毎時間鑑賞する。
・自端末で曲について調べ、グ
ループでまとめる
・それぞれの作品の特徴を聴きと
り、意見交換をする

歌唱　「様々な国の歌」
【知識及び技能】
正しい発音や発声法を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱活動に主体的に取り組む

・様々な言語の歌詞を読み、発音
を確認する。
・歌詞の内容や楽曲の背景を理解
し、曲想を捉えて歌う。
・楽曲の特徴を深く理解し、表現
を深める。

○

鑑賞「世界の民族音楽」
【知識及び技能】
音楽の特徴と文化・歴史的背景との
関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
よさや美しさを味わって聴く
【学びに向かう力、人間性等】鑑賞
活動に主体的に取り組む

・世界の諸民族の音楽の特徴と文
化的・歴史的背景との関わり、言
葉の特性と曲種に応じた発声との
関わりを理解する。
・自分や社会にとっての音楽の意
味や価値、音楽表現の共通性や固
有性について考え、話し合う。

器楽「合奏」
【知識及び技能】
奏法や体の使い方を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
自己のイメージをもって創意工夫す
る
【学びに向かう力、人間性等】
器楽活動に主体的に取り組む

・それぞれの楽器の奏法について
理解し、息を合わせてをする
・演奏したり互いに聴きあったり
しながら、曲想と楽器の音色や双
方との関わりを理解する。
・イメージをもって、表現を工夫
する

３
学
期

歌唱　「合唱」
【知識及び技能】音楽の構造につい
て理解し、他者と調和して歌う技能
を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
歌唱活動に主体的に取り組む

・各パートの役割やハーモニーを
意識して歌う。
・自端末で演奏を録音し、よりよ
い演奏になるためにどうしたらよ
いか話し合う。
・表現したいイメージについて話
し合い、声の音色や強弱、旋律の
特徴などを生かして歌う。

○

２
学
期

音楽Ⅲ芸術

○

表現

評価規準
鑑
賞

【知識及び技能】
曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使
い方等の技能を身に付け、歌唱している
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱活動に取り組もうとしている

○

○

【知識及び技能】
奏法や身体の使い方等の技能を身に付け、他
者との調和を意識して演奏している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に器楽活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
曲想と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と
その理由について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、よさや美しさを味わっている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に鑑賞活動に取り組もうとしている

○

【知識及び技能】
曲にふさわしい歌い方を身に付け、文化的・
歴史的背景との関わりを理解している
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
奏法や身体の使い方等の技能を身に付け、他
者との調和を意識して演奏している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に器楽活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
音楽の構造や歌詞との関わり、パートの役割
について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に歌唱活動に取り組もうとしている

○

○

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
曲の作りについて理解し、創作表現をするた
めに必要な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に創作活動に取り組もうとしている

5

○

○

【知識及び技能】
曲想と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と
その理由について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、よさや美しさを味わっている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に鑑賞活動に取り組もうとしている

○

○ ○ ○

○

○

○

7○ ○

12

○ ○ ○ 16

○

4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

バイエル　すぐに弾ける保育のうた

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけようとする

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う

芸術 伴奏のためのピアノ

芸術 伴奏のためのピアノ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

伴奏のためのピアノ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情をはぐく
むとともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、
音楽によって生活や社会を明るく豊かなものに
していく態度を養う。

【知識及び技能】
音符・休符、音名・階名、楽譜の読み方等の
知識について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的学習活動に取り組もうとしている

○ ○ ○ 5

知 思 態

配
当
時
数

ピアノ「片手で童謡伴奏」
【知識及び技能】
奏法や体の使い方を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
自己のイメージをもって創意工夫す
る
【学びに向かう力、人間性等】
器楽活動に主体的に取り組む

・季節にあった童謡や単純なつく
りの童謡を片手で弾く。
・ペアで選んだ童謡を連弾で演奏
する。
・弾き歌いをする。

〇

ピアノ「バイエル」
【知識及び技能】
奏法や体の使い方を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
自己のイメージをもって創意工夫す
る
【学びに向かう力、人間性等】
器楽活動に主体的に取り組む

・正しい姿勢・フォームや楽器の
扱い、演奏のマナーを学習する。
・指番号や鍵盤の位置などを理解
する。
・毎時間必ず1曲弾けるようになる
まで練習する。

○

【知識及び技能】
奏法や身体の使い方等の技能を身に付け、演
奏している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に器楽活動に取り組もうとしている

○ ○ ○ 3

【知識及び技能】
奏法や身体の使い方等の技能を身に付け、演
奏している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に器楽活動に取り組もうとしている

○ ○ ○ 6

【知識及び技能】
リトミックについて理解し、表現をするため
に必要な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習活動に取り組もうとしている

○ ○ ○ 4

２
学
期

ピアノ「両手で童謡演奏・バイエ
ル」
【知識及び技能】
両手で演奏する技能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
自己のイメージをもって創意工夫す
る
【学びに向かう力、人間性等】
器楽活動に主体的に取り組む

・季節にあった童謡や自分で選ん
だ童謡を両手で弾く。
・強弱やテンポなど楽譜通りに演
奏する。
・弾き歌いをする。

〇

「リトミック」
【知識及び技能】
リトミックに必要な知識・技能を身
に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
リトミックの表現を創意工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
学習活動に主体的に取り組む

・リトミックの定義や方法につい
て学習する。
・歩く、走る、スキップするなど
を表す音を弾けるようになるまで
練習する。
・リトミックを実践する。

〇

１
学
期

楽典「基礎知識」
【知識及び技能】
正しい知識を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
得た知識を活用する
【学びに向かう力、人間性等】
学習活動に主体的に取り組む

・音符・休符、音名・階名、楽譜
の読み方等、基礎的知識を身に付
ける。
・小テストや確認テストを行い、
知識を確実に身に付ける。
・楽譜の音符を階名で読んだり、
読んだ音をピアノで演奏したりす
る。

〇

16

ピアノ「コード伴奏」
【知識及び技能】
コードの知識・技能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
自己のイメージをもって表現を創意
工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
器楽活動に主体的に取り組む

・コードとコード進行について学
習する。
・童謡に用いられるコード進行や
伴奏について学習し、実践する。
・コードを弾きながら弾き歌いを
する。

〇

【知識及び技能】
コード伴奏について理解し、表現をするため
に必要な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に器楽活動に取り組もうとしている

○ ○

【知識及び技能】
奏法や身体の使い方等の技能を身に付け、演
奏している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に器楽活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

楽典「ソルフェージュ」
【知識及び技能】
正しい知識を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
得た知識・技能を活用する
【学びに向かう力、人間性等】
学習活動に主体的に取り組む

・楽譜の音符を階名で読んだり、
読んだ音をピアノで演奏したりす
る。
・初見演奏や初見視唱を行う。
・小テストや確認テストを行い、
知識を確実に身に付ける。

〇

○ 12

３
学
期

ピアノ「発表会」
【知識及び技能】
スムーズに演奏する技能を身に付け
る
【思考力、判断力、表現力等】
自己のイメージをもって表現を創意
工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
器楽活動に主体的に取り組む

・今まで練習してきた成果を発表
する。
・バイエルと童謡を演奏する。
・児童がいる想定をして声掛けか
ら演奏まで行う。

〇

【知識及び技能】
奏法や身体の使い方等の技能を身に付け、演
奏している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に器楽活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
得た知識・技能を生かして初見演奏の技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素を知覚・感受し、その関わりにつ
いて考え、表現意図を持っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的学習活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

7

合
計

60

○ ○ ○ 7



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （高校生の美術Ⅰ　日本文教出版社）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

○○
３
学
期

○ ○

映像表現　カット絵を用いた創作ア
ニメーション表現
知識及び技能】
意図に応じ材料の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】
形体を把握し創造的に表現する
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞活動に主体的に取り組む

・アニメーション原理の演習
・テレビアニメーションと映画ア
ニメーションの違い
・ワークシートを活用し、アニ
メーションタイトルを創作
・ワークシートを活用し、ストー
リー、登場人物などを創作
・絵コンテ制作を通してストー
リーの流れの考案とシーンの割り
当てを検討する
・カット絵の連続再生でストー
リーアニメーションを制作
・制作したアニメーションの製
本、カバーの作成
・映像表現の視覚的な効果につい
て考え、個性豊かに表現する

○

２
学
期

デザイン「お菓子の宣伝ポスター」
の制作
【知識及び技能】
意図に応じ材料の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】
使用する画材の特質を理解し創造的
に表現する　【学びに向かう力、人
間性等】鑑賞や創造活動に主体的に
取り組む

・各種メディアを活用した広告や
宣伝の役割と効果について
・宣伝広告の様々な活用のされ方
とデザインについて、スライドを
鑑賞しそれぞれの考えをグループ
で話し合う
・任意のお菓子について、ワーク
シートを活用し、その魅力や特色
を宣伝するポスター制作用原案を
考案する
・デザインパネルに水張りした画
用紙にA３サイズのポスターをアク
リル絵の具を使って制作
・それぞれが制作したポスターを
鑑賞シートを活用し、意見交換を
行う

○

4

4

○

○

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に鑑賞活動に取り組もうとしている

○

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
使用目的を理解し個性を活かした作品を制作
する
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

20

合
計

62

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○ 8

6

○ ○

○

知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

芸術

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけようとする

美術Ⅰ

○ ○

鑑賞「アンリ・ルソー」「世界の美
術作品」
【知識及び技能】
造形的な視点で理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
美術の働きなどについて考える
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞活動に主体的に取り組む

・作家・作品研究
作品を鑑賞しそれぞれの考えをグ
ループで発表する
・様々な表現形式の作品を鑑賞
し、美術についての知識や理解を
深める

○

静物デッサン・鉛筆
【知識及び技能】
鉛筆の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】
形体を把握し創造的に表現する
【学びに向かう力、人間性等】
創造活動に主体的に取り組む

○ ○

20

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
映像メディアの特性を生かし、主題を生成し
ている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に鑑賞活動に取り組もうとしている

○

・鉛筆の使い方、鉛筆の性質や作
家の鉛筆デッサンを鑑賞し、実際
に鉛筆を削ることから始める。グ
ラデーション作成
・基本形態の立方体を鉛筆デッサ
ンする・写真摸写

○

デザイン　「創作レタリング」
知識及び技能】
意図に応じ材料の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】
形体を把握し創造的に表現する
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞活動に主体的に取り組む

・明朝体の歴史と内容からレタリ
ングの基本を学ぶ
・ワークシートを活用し、レタリ
ング（書体）を創作
・アクリル絵の具を使ってレタリ
ングの制作
・レタリングの視覚的な効果につ
いて考え、個性豊かに表現する

○ ○

デザイン「色彩構成演習」
【知識及び技能】
意図に応じ材料の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】
色彩の仕組みを理解し創造的に表現
する　【学びに向かう力、人間性
等】鑑賞や創造活動に主体的に取り
組む

演習A・アクリル絵の具の使い方と
混色について
演習B・三原色の活用について
演習C・グラデーションについて
それぞれの演習を通して、アクリ
ル絵の具の使い方や色彩の構成に
ついて学習する。

指導項目・内容

表現

鑑
賞

○

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

単元の具体的な指導目標

芸術 美術Ⅰ

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・対象や事象を捉える造形的な視点について
理解を深めている
・創造的な美術を表現するために必要な技能身
に付け、意図に応じて表現方法を工夫し、表し
ている。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な
工夫、美術の働きなどについて考えるととも
に、主題を生成し発想や構想を練ったり、美術
や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりし
ている。

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う

美術Ⅰ

○

○

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及
び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

配
当
時
数

評価規準 知



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （高校生の美術Ⅱ　日本文教出版社）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

美術Ⅱ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけようとする

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う

美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2

芸術

鑑
賞

評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

態

配
当
時
数

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深
めている。
意図に応じて表現方法を創意工夫し，個性豊かで創
造的に表すことができている。

8

絵画「絵本の創作」
【知識及び技能】
表現方法を創意工夫する
【思考力、判断力、表現力等】
機能から個性豊かに発想する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の創造的な諸活動に取
り組む

・物語や小説、詩歌を任意で選
び、挿絵となる挿絵を考案する
・自身の主題や意図に応じた表現
を選択する
・選択した画材を効果的に扱い画
用紙に挿絵を創作する
・新たに創作された物語の題名の
書体を創作する

○

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に鑑賞活動に取り組もうとしている

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工
夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し個
性豊かに発想し構想を練れている。
自己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方
や感じ方を深めたりしている。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組んでいる。
美術を愛好する心情を育み，美術文化に親しみ，心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養えてい
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

２
学
期

コラグラフ「写真の表現」
【知識及び技能】
意図に応じ材料の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】
使用する画材の特質を理解し創造的
に表現する　【学びに向かう力、人
間性等】鑑賞や創造活動に主体的に
取り組む

・表現したい写真を持参し、カー
ボン紙を使って版をおこす
・下地材を塗って、各自の表現意
図に応じた素材を構成し製版する
・インク詰め、プレス機を使って
印刷し、各自の世界観を表現する

○

１
学
期

【知識及び技能】
意図に応じて表現方法を創意工夫できてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

○ ○ ○○

３
学
期

デザイン「架空の会社をデザインす
る」【知識及び技能】
意図に応じ材料の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】使用
する画材の特質を理解し創造的に表
現する　【学びに向かう力、人間性
等】鑑賞や創造活動に主体的に取り
組む

・ブランディングにおけるデザイ
ンの役割について学ぶ
・架空の会社を考案するためのイ
メージをまとめる
・ブランドイメージをワークシー
トにまとめて創作する
・ロゴマークや関連アイテムのデ
ザイン案を２点作成する

○

・各自が創造した会社が開発した
各種バッグのデザインをエコバッ
クにステンシル技法を用いてプリ
ントする
・ステンシル製版の特徴について
理解し、作成する
・デザインの色彩やその意図を考
慮しながらプリントする

○

知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○

木工「スマホスタンド」を制作する
【知識及び技能】
意図に応じ材料の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】使用
する画材の特質を理解し創造的に表
現する　【学びに向かう力、人間性
等】鑑賞や創造活動に主体的に取り
組む

・チーク材でスマートフォンスタ
ンドを制作する
・電動のこぎりや彫刻刀などの道
具を目的に応じて使う方法を覚え
る
・機能と見た目の良さを両立させ
制作できる

○

版画「ステンシル」
【知識及び技能】
意図に応じ材料の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】
色彩の仕組みを理解し創造的に表現
する　【学びに向かう力、人間性
等】鑑賞や創造活動に主体的に取り
組む

○

○

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○

○

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

12

デザイン　スマホアプリの創作
【知識及び技能】
表現方法を創意工夫する
【思考力、判断力、表現力等】
機能から個性豊かに発想する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の創造的な諸活動に取
り組む

・アプリのアイコンデザインにつ
いて学び、新機能を備えたスマホ
アプリを３点考案する
・友人と意見交換しながらアプリ
の機能を決定し、デザイン案を２
点作成する
・色鉛筆を活用してアイコンを制
作する

○ ○

14

○

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
使用目的を理解し個性を活かした作品を制作
する
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

18

○ ○

10

合
計

66

4

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （高校生の美術Ⅲ　日本文教出版社）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

美術Ⅲ

芸術 美術Ⅲ
芸術 美術Ⅲ 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけようとする

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う

鑑
賞

評価規準

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深
めている。
意図に応じて表現方法を創意工夫し，個性豊かで創
造的に表すことができている。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工
夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し個
性豊かに発想し構想を練れている。
自己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方
や感じ方を深めたりしている。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組んでいる。
美術を愛好する心情を育み，美術文化に親しみ，心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養えてい
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

１
学
期

デザイン　商品ポスターの作成
【知識及び技能】
生徒が設定した主題について表現方
法を創意工夫する
【思考力、判断力、表現力等】
設定した主題について深く考え、ポ
スターの機能と特性を活かした表現
を個性豊かに発想する
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の創造的な諸活動に取
り組む

・ポスターの機能について学ぶ
・設定された店舗の商品について
取材を行い、商品の詳細について
理解を深める
・取材を通して商品について考え
たことをデザイン案を２点作成す
る
・アクリルガッシュとデザインパ
ネルを用いてをポスター制作する
・デザインパネルに画用紙を水張
りする

○ 22

知 思 態

配
当
時
数

○

【知識及び技能】
意図に応じて表現方法を創意工夫できてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

26
２
学
期

デザイン「和手ぬぐい」
【知識及び技能】
江戸小紋などが創作されてきた歴史
や文化を学び、意図に応じて材料の
特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】
染織文化の学習を通して学んだ事を
活かしながら使用する画材の特質を
理解し創造的に表現する
【学びに向かう力、人間性等】鑑賞
や創造活動に主体的に取り組む

・「和手ぬぐい」に使われる柄や
文様（江戸小紋）の歴史に触れな
がら、新たに連続文様を創作し、
型染めと浸染の作業を通して、染
織の制作と文化を学習する
・指定された配色を活かし、独自
に考案した連続文様柄をデザイン
する
・ろうけつ染めの文化や、染織に
ついての方法を理解する
・道具の使い方を理解し、安全に
染織の工程にそって制作活動を行
う

○ ○

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
使用目的を理解し個性を活かした作品を制作
する
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

4

合
計

52

３
学
期

コラグラフ「写真の表現」
【知識及び技能】
意図に応じ材料の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】
使用する画材の特質を理解し創造的
に表現する　【学びに向かう力、人
間性等】鑑賞や創造活動に主体的に
取り組む

・表現したい写真を持参し、カー
ボン紙を使って版をおこす
・下地材を塗って、各自の表現意
図に応じた素材を構成し製版する
・インク詰め、プレス機を使って
印刷し、各自の世界観を表現する

○ ○

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
使用目的を理解し個性を活かした作品を制作
する
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

漢字の書体の変遷や仮名、漢字仮名交じり書の成立、その背景にある歴史や文化に関心を持ち、主体的に書
道の幅広い鑑賞の学習活動に取り組む。

蒲田 芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

光村図書　書Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
日本及び中国等の文字と書の伝統と文化、漢字の変遷、各書体に特有の字形や線質の特徴について
理解する。

古典、古筆等の価値と根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉える。

鑑
賞

評価規準

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・知識
［表現］古典・古筆等の書体や書風と用筆・運
筆との関わりについて理解する。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果
や風趣との関わり、日本及び中国等の文字と書
の伝統と文化について理解する。
・技能
古典・古筆等に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身につ
ける。

［表現］古典・古筆等の書体や書風に即した用
筆・運筆、字形、全体の構成について構想し工
夫する。
［鑑賞］古典・古筆等の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉える。

［表現］主体的に書道の幅広い表現の学習活動
に取り組む。
［鑑賞］主体的に書道の幅広い鑑賞の学習活動
に取り組む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

１
学
期

〇単元　漢字の書
【知識及び技能】
　・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解させ
る。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
及び中国等の文字と書の伝統と文化
について理解させる。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした
表現を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫させる。
［鑑賞］古典の価値とその根拠につ
いて考え、書のよさや美しさを味
わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い
表現の学習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組ませる。

・指導事項
［楷書］
孔子廟堂碑
九成宮醴泉銘
雁塔聖教序
顔氏家廟碑
牛橛造像記
鄭羲下碑

上記古典を学び、様々な書体・書
風、表現を学ばせる。

・教材
光村図書　書Ⅰ

〇 18

知 思 態

配
当
時
数

○

【知識及び技能】
・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字
と書の伝統と文化について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生かした表現を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

○ ○ ○



26

２
学
期

〇単元　漢字の書
【知識及び技能】
　・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解してい
る。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
及び中国等の文字と書の伝統と文化
について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした
表現を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫している。
［鑑賞］古典の価値とその根拠につ
いて考え、書のよさや美しさを味
わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い
表現の学習活動に取り組もうとして
いる。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組もうとして
いる。

・指導事項
［行書］
蘭亭序
争座位文稿
蜀素帖
風信帖
［草書］
真草千字文
［隷書］
曹全碑
［篆書］
泰山刻石

上記古典を学び、様々な書体・書
風、表現を学ばせる。

［創作］
これまで学んだ書体・書風を生か
し、生徒各自が選んだ漢文(熟語等
も含む)を作品化させる。また様々
な創作例を鑑賞し、作品に応用さ
せる。

・教材
光村図書　書Ⅰ

〇

〇単元　仮名の書
【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆と
の関わりについて理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
の文字と書の伝統と文化について理
解させる。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・
運筆の技能、線質、字形や構成を生
かした表現を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫させる。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根
拠について考え、書のよさや美しさ
を味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い
表現の学習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組ませる。

・指導事項
仮名の成立と種類についての説
明。時代背景等、特徴的な筆遣い
を理解させる。仮名の基本的な筆
遣い（横の線、縦の線、転折、円
運動、結びなど）を指導。
平仮名・変体仮名の指導。

・教材
光村図書　書Ⅰ

〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字
と書の伝統と文化について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生かした表現を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇 〇 〇

6

〇単元　仮名の書
【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆と
の関わりについて理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
の文字と書の伝統と文化について理
解させる。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・
運筆の技能、線質、字形や構成を生
かした表現を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫させる。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根
拠について考え、書のよさや美しさ
を味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い
表現の学習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組ませる。

・指導事項
蓬莱切
高野切第三種
継色紙

上記古典を学び、様々な書風、表
現を学ばせる。

［創作］
これまで学んだ仮名の書風を生か
し、生徒各自が選んだ和歌を作品
化させる。また様々な創作例を鑑
賞し、作品に応用させる。

・教材
光村図書　書Ⅰ 〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わり
について理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本の文字と書の伝統
と文化について理解している。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇

〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わり
について理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本の文字と書の伝統
と文化について理解している。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇 〇 〇

〇 〇 14



３
学
期

〇単元　漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の特徴と表現効
果との関わり、名筆や現代の書の表
現と用筆・運筆との関わりについて
理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、漢字
仮名交じりの書の成立について理解
させる。
・技能
目的や用途に即した効果的な表現、
漢字と仮名の調和した線質による表
現の技能を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］漢字と仮名の調和した字
形、文字の大きさ、全体の構成、目
的や用途に即した表現形式、意図に
基づいた表現、名筆を活かした表現
や現代に生きる表現について構想し
工夫させる。
［鑑賞］創造された作品の価値とそ
の根拠、生活や社会における書の効
用について考え、書のよさや美しさ
を味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字仮名交じりの
書の幅広い表現の学習活動に取り組
ませる。
［鑑賞］主体的に漢字仮名交じりの
書の幅広い鑑賞の学習活動に取り組
ませる。

・指導事項
漢字仮名交じりの書の特徴、歴史
について指導。漢字と仮名の調和
や自由な紙面構成などの表現の特
徴を理解させる。また用具・用材
の違いによる表現の違いも理解さ
せる。
創作を通して、作品制作の楽し
さ、難しさ、表現の多様さを感じ
させる。
心に響く言葉、好きな言葉を素材
に作品制作させる。
作品鑑賞会により、生徒相互の意
見を述べさせ、評価させる。

〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の特徴と表現効果との関
わり、名筆や現代の書の表現と用筆・運筆と
の関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、漢字仮名交じりの書の
成立について理解している。
・技能
目的や用途に即した効果的な表現、漢字と仮
名の調和した線質による表現の技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］漢字と仮名の調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成、目的や用途に即した表
現形式、意図に基づいた表現、名筆を活かし
た表現や現代に生きる表現について構想し工
夫している。
［鑑賞］創造された作品の価値とその根拠、
生活や社会における書の効用について考え、
書のよさや美しさを味わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広
い表現の学習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広
い鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇 〇 〇

6

合
計

70



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

漢字の書体の変遷や仮名、漢字仮名交じり書の成立、その背景にある歴史や文化に関心を持ち、主体的に書
道の幅広い鑑賞の学習活動に取り組む。

蒲田 芸術 書道Ⅱ
芸術 書道Ⅱ 2

教育図書　書道Ⅱ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
日本及び中国等の文字と書の伝統と文化、漢字の変遷、各書体に特有の字形や線質の特徴について
理解する。

古典、古筆等の価値と根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉える。

鑑
賞

評価規準

書道Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・知識
［表現］古典・古筆等の書体や書風と用筆・運
筆との関わりについて理解する。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果
や風趣との関わり、日本及び中国等の文字と書
の伝統と文化について理解する。
・技能
古典・古筆等に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身につ
ける。

［表現］古典・古筆等の書体や書風に即した用
筆・運筆、字形、全体の構成について構想し工
夫する。
［鑑賞］古典・古筆等の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉える。

［表現］主体的に書道の幅広い表現の学習活動
に取り組む。
［鑑賞］主体的に書道の幅広い鑑賞の学習活動
に取り組む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

１
学
期

〇単元　漢字の書
【知識及び技能】
　・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解させ
る。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
及び中国等の文字と書の伝統と文化
について理解させる。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした
表現を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫させる。
［鑑賞］古典の価値とその根拠につ
いて考え、書のよさや美しさを味
わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い
表現の学習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組ませる。

・指導事項
［篆書］
泰山刻石
石鼓文
呉熙載
［篆刻］
自用印
　
上記古典を学び、様々な書風、表
現を学ばせる。また、自用印を彫
らせ印鑑の歴史を学習させる。

・教材
教育図書　書道Ⅱ
篆刻セット

〇 16

知 思 態

配
当
時
数

○

【知識及び技能】
・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字
と書の伝統と文化について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生かした表現を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

○ ○ ○

20

２
学
期

〇単元　漢字の書
【知識及び技能】
　・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解してい
る。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
及び中国等の文字と書の伝統と文化
について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした
表現を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫している。
［鑑賞］古典の価値とその根拠につ
いて考え、書のよさや美しさを味
わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い
表現の学習活動に取り組もうとして
いる。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組もうとして
いる。

・指導事項
［隷書］
石門頌
敦煌漢簡
居延漢簡
［草書］
真草千字文
十七帖
書譜
上記古典を学び、様々な書体・書
風、表現を学ばせる。

［創作］
これまで学んだ書体・書風を生か
し、生徒各自が選んだ漢文(熟語等
も含む)を作品化させる。また様々
な創作例を鑑賞し、作品に応用さ
せる。

・教材
教育図書　書道Ⅱ

〇

〇単元　仮名の書 ・指導事項

〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字
と書の伝統と文化について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生かした表現を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇 〇 〇

【知識及び技能】



【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆と
の関わりについて理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
の文字と書の伝統と文化について理
解させる。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・
運筆の技能、線質、字形や構成を生
かした表現を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫させる。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根
拠について考え、書のよさや美しさ
を味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い
表現の学習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組ませる。

［かな］
蓬莱切
高野切第三種
仮名の成立と種類についての復
習。時代背景等、特徴的な筆遣い
を理解させる。仮名の基本的な筆
遣い（横の線、縦の線、転折、円
運動、結びなど）を指導。
平仮名・変体仮名の指導。

・教材
教育図書　書道Ⅱ

6

３
学
期

〇単元　仮名の書
【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆と
の関わりについて理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
の文字と書の伝統と文化について理
解させる。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・
運筆の技能、線質、字形や構成を生
かした表現を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫させる。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根
拠について考え、書のよさや美しさ
を味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い
表現の学習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組ませる。

・指導事項
［かな］
高野切第一種
寸松庵色紙
　
上記古筆を学び、様々な書風、表
現を学ばせる。

［創作］
これまで学んだ仮名の書風を生か
し、生徒各自が選んだ和歌を作品
化させる。また様々な創作例を鑑
賞し、作品に応用させる。

・教材
教育図書　書道Ⅱ 〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わり
について理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本の文字と書の伝統
と文化について理解している。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇

〇 〇

・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わり
について理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本の文字と書の伝統
と文化について理解している。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇 〇 〇

〇 〇 14

〇単元　漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の特徴と表現効
果との関わり、名筆や現代の書の表
現と用筆・運筆との関わりについて
理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、漢字
仮名交じりの書の成立について理解
させる。
・技能
目的や用途に即した効果的な表現、
漢字と仮名の調和した線質による表
現の技能を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］漢字と仮名の調和した字
形、文字の大きさ、全体の構成、目
的や用途に即した表現形式、意図に
基づいた表現、名筆を活かした表現
や現代に生きる表現について構想し
工夫させる。
［鑑賞］創造された作品の価値とそ
の根拠、生活や社会における書の効
用について考え、書のよさや美しさ
を味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字仮名交じりの
書の幅広い表現の学習活動に取り組
ませる。
［鑑賞］主体的に漢字仮名交じりの
書の幅広い鑑賞の学習活動に取り組
ませる。

・指導事項
漢字仮名交じりの書の特徴、歴史
について指導。漢字と仮名の調和
や自由な紙面構成などの表現の特
徴を理解させる。また用具・用材
の違いによる表現の違いも理解さ
せる。
創作を通して、作品制作の楽し
さ、難しさ、表現の多様さを感じ
させる。
心に響く言葉、好きな言葉を素材
に作品制作させる。
作品鑑賞会により、生徒相互の意
見を述べさせ、評価させる。
・教材
教育図書　書道Ⅱ

〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の特徴と表現効果との関
わり、名筆や現代の書の表現と用筆・運筆と
の関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、漢字仮名交じりの書の
成立について理解している。
・技能
目的や用途に即した効果的な表現、漢字と仮
名の調和した線質による表現の技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］漢字と仮名の調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成、目的や用途に即した表
現形式、意図に基づいた表現、名筆を活かし
た表現や現代に生きる表現について構想し工
夫している。
［鑑賞］創造された作品の価値とその根拠、
生活や社会における書の効用について考え、
書のよさや美しさを味わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広
い表現の学習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広
い鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇 〇 〇

6

合
計

62



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

漢字の書体の変遷や仮名、漢字仮名交じり書の成立、その背景にある歴史や文化に関心を持ち、主体的に書
道の幅広い鑑賞の学習活動に取り組む。

蒲田 芸術 書道Ⅲ
芸術 書道Ⅲ 2

教育図書　書道Ⅲ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
日本及び中国等の文字と書の伝統と文化、漢字の変遷、各書体に特有の字形や線質の特徴について
理解する。

古典、古筆等の価値と根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉える。

鑑
賞

評価規準

書道Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・知識
［表現］古典・古筆等の書体や書風と用筆・運
筆との関わりについて理解する。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果
や風趣との関わり、日本及び中国等の文字と書
の伝統と文化について理解する。
・技能
古典・古筆等に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身につ
ける。

［表現］古典・古筆等の書体や書風に即した用
筆・運筆、字形、全体の構成について構想し工
夫する。
［鑑賞］古典・古筆等の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉える。

［表現］主体的に書道の幅広い表現の学習活動
に取り組む。
［鑑賞］主体的に書道の幅広い鑑賞の学習活動
に取り組む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

１
学
期

〇単元　漢字の書
【知識及び技能】
　・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解させ
る。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
及び中国等の文字と書の伝統と文化
について理解させる。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした
表現を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫させる。
［鑑賞］古典の価値とその根拠につ
いて考え、書のよさや美しさを味
わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い
表現の学習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組ませる。

・指導事項
［篆書］
泰山刻石
石鼓文
呉熙載
［篆刻］
自用印
　
上記古典を学び、様々な書風、表
現を学ばせる。また、自用印を彫
らせ印鑑の歴史を学習させる。

・教材
教育図書　書道Ⅲ
篆刻セット

〇 16

知 思 態

配
当
時
数

○

【知識及び技能】
・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字
と書の伝統と文化について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生かした表現を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

○ ○ ○

20

２
学
期

〇単元　漢字の書
【知識及び技能】
　・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解してい
る。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
及び中国等の文字と書の伝統と文化
について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした
表現を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫している。
［鑑賞］古典の価値とその根拠につ
いて考え、書のよさや美しさを味
わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い
表現の学習活動に取り組もうとして
いる。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組もうとして
いる。

・指導事項
［隷書］
石門頌
敦煌漢簡
居延漢簡
［草書］
真草千字文
十七帖
書譜
上記古典を学び、様々な書体・書
風、表現を学ばせる。

［創作］
これまで学んだ書体・書風を生か
し、生徒各自が選んだ漢文(熟語等
も含む)を作品化させる。また様々
な創作例を鑑賞し、作品に応用さ
せる。

・教材
教育図書　書道Ⅲ

〇

〇単元　仮名の書 ・指導事項

〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字
と書の伝統と文化について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生かした表現を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇 〇 〇

【知識及び技能】



【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆と
の関わりについて理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
の文字と書の伝統と文化について理
解させる。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・
運筆の技能、線質、字形や構成を生
かした表現を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫させる。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根
拠について考え、書のよさや美しさ
を味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い
表現の学習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組ませる。

［かな］
蓬莱切
高野切第三種
仮名の成立と種類についての復
習。時代背景等、特徴的な筆遣い
を理解させる。仮名の基本的な筆
遣い（横の線、縦の線、転折、円
運動、結びなど）を指導。
平仮名・変体仮名の指導。

・教材
教育図書　書道Ⅱ

6

３
学
期

〇単元　仮名の書
【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆と
の関わりについて理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、日本
の文字と書の伝統と文化について理
解させる。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・
運筆の技能、線質、字形や構成を生
かした表現を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫させる。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根
拠について考え、書のよさや美しさ
を味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い
表現の学習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い
鑑賞の学習活動に取り組ませる。

・指導事項
［かな］
高野切第一種
寸松庵色紙
　
上記古筆を学び、様々な書風、表
現を学ばせる。

［創作］
これまで学んだ仮名の書風を生か
し、生徒各自が選んだ和歌を作品
化させる。また様々な創作例を鑑
賞し、作品に応用させる。

・教材
教育図書　書道Ⅲ 〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わり
について理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本の文字と書の伝統
と文化について理解している。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇

〇 〇

・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わり
について理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本の文字と書の伝統
と文化について理解している。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇 〇 〇

〇 〇 14

〇単元　漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の特徴と表現効
果との関わり、名筆や現代の書の表
現と用筆・運筆との関わりについて
理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素
と表現効果や風趣との関わり、漢字
仮名交じりの書の成立について理解
させる。
・技能
目的や用途に即した効果的な表現、
漢字と仮名の調和した線質による表
現の技能を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］漢字と仮名の調和した字
形、文字の大きさ、全体の構成、目
的や用途に即した表現形式、意図に
基づいた表現、名筆を活かした表現
や現代に生きる表現について構想し
工夫させる。
［鑑賞］創造された作品の価値とそ
の根拠、生活や社会における書の効
用について考え、書のよさや美しさ
を味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字仮名交じりの
書の幅広い表現の学習活動に取り組
ませる。
［鑑賞］主体的に漢字仮名交じりの
書の幅広い鑑賞の学習活動に取り組
ませる。

・指導事項
漢字仮名交じりの書の特徴、歴史
について指導。漢字と仮名の調和
や自由な紙面構成などの表現の特
徴を理解させる。また用具・用材
の違いによる表現の違いも理解さ
せる。
創作を通して、作品制作の楽し
さ、難しさ、表現の多様さを感じ
させる。
心に響く言葉、好きな言葉を素材
に作品制作させる。
作品鑑賞会により、生徒相互の意
見を述べさせ、評価させる。
・教材
教育図書　書道Ⅲ

〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の特徴と表現効果との関
わり、名筆や現代の書の表現と用筆・運筆と
の関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、漢字仮名交じりの書の
成立について理解している。
・技能
目的や用途に即した効果的な表現、漢字と仮
名の調和した線質による表現の技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］漢字と仮名の調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成、目的や用途に即した表
現形式、意図に基づいた表現、名筆を活かし
た表現や現代に生きる表現について構想し工
夫している。
［鑑賞］創造された作品の価値とその根拠、
生活や社会における書の効用について考え、
書のよさや美しさを味わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広
い表現の学習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広
い鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

［評価方法］
【知識及び技能】：机間巡視、提出物により
判断する。
【思考力、判断力、表現力等】：行動観察や
質疑、提出物の内容により判断する。
【学びに向かう力、人間性等】：授業への積
極的な参加から判断する。

〇 〇 〇

6

合
計
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